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特

集

　
循
環
器
は
、
血
液
を
循
環
さ
せ
る
血
管

系
と
リ
ン
パ
液
を
循
環
さ
せ
る
リ
ン
パ
系

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動

に
必
要
な
酸
素
と
栄
養
分
を
運
び
、
活
動

に
よ
っ
て
生
じ
た
二
酸
化
炭
素
と
老
廃
物

を
回
収
し
て
い
ま
す
。
循
環
器
疾
患
は
主

に
心
臓
と
血
管
に
何
ら
か
の
障
害
が
起
こ

る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
全
身
を
巡
っ
て

い
る
循
環
器
は
、
体
の
様
々
な
臓
器
と
も

深
く
関
わ
る
大
切
な
器
官
で
す
。

　
当
院
の
循
環
器
セ
ン
タ
ー
で
は
、
循
環

器
内
科
（
虚
血
部
門
と
不
整
脈
部
門
）、

心
臓
外
科
、
血
管
外
科
が
中
心
と
な
っ
て
、

治
療
か
ら
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
至
る
包
括
的
な
医
療
の
提
供
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 循

環
器
セ
ン
タ
ー

循
環
器
と
は

循
環
器
セ
ン
タ
ー
の
施
設
紹
介

主に循環器内科（虚血）によるカテーテ
ル検査や治療に使用します。また、脳神
経外科による脳血管内治療もここで行っ
ています。

CT とアンギオ（血管撮影）装置を室内
に備えた手術室で、カテーテルを用いた
血管内治療と外科手術を同時に行うこと
ができます。

ハイブリッド手術室

心臓カテーテル・アンギオ室

不整脈に対するカテーテル・アブレー
ションやペースメーカーの植込みなどを
行っています。チーム医療を実践するた
めコミュニケーションのとりやすさを重
視したつくりになっています。

ハートリズム室

心臓

冠動脈

毛細血管

体組織

リンパ管

肺

静脈

動脈

閉塞性動脈硬化症（足の血管障害）

脳

心臓

血管

心臓と脳

心臓が拍動することで血液が全身を流れます。心臓は心筋と呼
ばれる筋肉でできており、心筋を動かすエネルギーは「冠動脈」
から供給され、筋肉を動かす電気信号は「洞結節」から出てい
ます。心臓の病気には虚血性心疾患、不整脈、心臓弁膜症、心筋症、
そして心不全などがあります。

脳は最も酸素を必要とする臓器です。脳卒中
は脳の血管に障害が起こる病気で、心臓にで
きた血栓が脳へ運ばれて血管が詰まることも
あります。

循環器疾患リスクファクター

血管の病気は主に「瘤（こぶ）」ができるものと「閉塞（詰まる）」
に分けられます。血管は全身に広がっていて、発症した部位に
よって診療科や治療法も変わります。

血液の流れが減少あるいは止まる
ことを虚血といいます。狭心症や
心筋梗塞は心臓の虚血状態が原因
の病気です。

薬物療法
　冠動脈形成術（カテーテル治療）
　冠動脈バイパス術（外科治療）

心筋を動かす電気信号の異常が不
整脈です。頻脈性と徐脈性に分け
られますが、その原因は様々です。

薬物療法
　カテーテル・アブレーション
　ICD植込み、ペースメーカー

循
環
器
疾
患
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

当院ホームページから
touch05 号「脳神経外科」
特集でさらに詳しく！

心臓内には血液の逆流を防ぐ弁が
あります。弁の開閉に支障がでて
いる状態が弁膜症です。

　カテーテル治療（TAVIなど）
　外科治療（弁形成術・弁置換術）

下肢へ向かう血流が阻害される病気です。間歇性跛
行（かんけつせいはこう）という特徴的な症状があり、
当院では血管外科にて対応しています。

少し歩くと足が痛くなり歩けなくなるが、
少し休むとまた歩けるようになる

坂道や階段で足が痛くなるが、少し休む
とまた歩けるようになる

高血圧 肥満

脂質代謝異常 喫煙 家族歴

高血糖

→血管内治療、外科治療
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各診療科の紹介

　

動
悸
、
め
ま
い
な
ど
の
原
因
と
な
る

不
整
脈
や
「
隠
れ
た
危
険
な
不
整
脈
」

に
対
し
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ら
び
に
薬

物
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

頻
脈
性
不
整
脈
に
対
し
て
は
家
坂
義

人
名
誉
院
長
が
昭
和
58
年
に
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
て
以
来

約
一
万
人
、
年
間
七
百
例
を
超
え
る
患

者
さ
ん
を
治
療
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
治
療
は
大
き
な
傷
が
な
く
治
療
を
完

結
で
き
る
た
め
、
身
体
へ
の
負
担
が
少

な
い
優
れ
た
治
療
法
で
す
。
心
房
細
動

は
心
筋
焼
灼
術
、近
年
で
は
冷
凍
バ
ル
ー

ン
に
お
い
て
も
根
治
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
当
科
は
本
疾
患
に
対
し
特
に
豊
富

な
治
療
経
験
を
持
ち
、
難
治
か
つ
致
死

性
不
整
脈
と
も
い
わ
れ
る
心
室
頻
拍
の

治
療
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

徐
脈
性
不
整
脈
に
対
し
て
は
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
治
療
を
、
突
然
死
の
予
防
に

対
し
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｄ（
植
込
み
型
除
細
動

器
）、
昨
年
か
ら
は
「
心
臓
内
リ
ー
ド
」

を
用
い
な
い
リ
ー
ド
レ
ス
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
、
皮
下
植
え
込
み
型
除
細
動
器
も

適
用
し
て
い
ま
す
。
重
症
の
心
不
全
の

患
者
様
に
は
両
心
室
ペ
ー
シ
ン
グ
治
療

も
施
行
し
て
い
ま
す
。
主
に
心
筋
梗
塞

や
狭
心
症
の
診
療
を
行
う
虚
血
チ
ー
ム
、

心
臓
外
科
と
も
緊
密
に
連
携
し
、
最
新

の
知
見
に
基
づ
い
た
患
者
さ
ん
第
一
の

治
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

循
環
器
内
科
（
不
整
脈
）

内科部長
循環器内科
蜂谷 仁

　

当
科
（
虚
血
チ
ー
ム
）
は
急
性
心
筋

梗
塞
・
狭
心
症
と
い
っ
た
虚
血
性
心
疾

患
を
中
心
と
し
て
、
さ
ら
に
心
筋
症
・

弁
膜
症
・
心
筋
炎
な
ど
様
々
な
原
因
か

ら
く
る
心
不
全
な
ど
、
幅
広
い
心
血
管

疾
患
の
診
断
・
治
療
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
新
病
院
移
転
に
伴
い
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
検
査
室
を
拡
張
し
、
現
在
は
常
時

2
室
の
虚
血
性
心
疾
患
専
用
の
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
室
が
稼
働
し
て
お
り
、
24
時

間
体
制
で
緊
急
症
例
の
対
応
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
心
疾
患
の
治
療
に
お
い
て
は

集
学
的
治
療
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て

お
り
、
当
院
で
も
不
整
脈
チ
ー
ム
、
心

臓
外
科
、
血
管
外
科
、
麻
酔
科
、
放
射

線
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
や
看

護
師
、
放
射
線
技
師
、
検
査
技
師
、
薬

剤
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
管
理
栄
養
士

な
ど
、
多
科
多
業
種
か
ら
な
る
ハ
ー
ト

チ
ー
ム
が
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
包
括

的
な
管
理
・
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
29
年
7
月
よ
り
経
カ
テ
ー

テ
ル
的
大
動
脈
弁
置
換
術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）

実
施
施
設
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
治
療
法
に
よ
り
、
高
齢
、
も
し
く

は
合
併
症
の
た
め
従
来
の
外
科
手
術
が

困
難
な
患
者
さ
ん
も
根
本
的
治
療
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

循
環
器
内
科
（
虚
血
）

副院長兼内科部長
循環器内科
角田 恒和

24時間体制で幅広い心血管疾患に対応

最新の知見に基づいた患者さん第一の治療を

　

血
管
外
科
で
は
血
管
撮
影
装
置
と
Ｃ

Ｔ
撮
影
装
置
を
同
一
室
内
に
備
え
た
最

新
構
造
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
フ

ル
活
用
し
て
、
連
日
の
よ
う
に
閉
塞
性

動
脈
硬
化
症
お
よ
び
胸
部
下
行
大
動
脈

瘤
、
腹
部
大
動
脈
瘤
の
手
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
循
環
器
内
科
と
と
も

に
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
の
状
態
に
合
わ
せ
て
直
達
手
術
と

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
治
療
を
最
適
な
組
み
合
わ
せ
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
手
術
だ
け
で
は
な
く
、

術
後
の
生
活
レ
ベ
ル
の
維
持
と
長
期
の

安
定
し
た
状
態
の
維
持
を
考
え
て
診
療

す
る
よ
う
に
心
が
け
、リ
ハ
ビ
リ
や
フ
ッ

ト
ケ
ア
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
命
を
救
う
（
動
脈
瘤
の
治
療
）
と

共
に
、
血
管
の
病
気
（
動
脈
閉
塞
）
で

足
を
失
う
こ
と
な
く
、
生
活
の
質
を
維

持
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
下
肢
救

済
チ
ー
ム
を
発
足
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
歩
行
時
に
ふ
く
ら
は
ぎ
が
痛
く
な

る
、
階
段
や
坂
道
で
す
ぐ
歩
け
な
く
な

る
、
足
が
冷
た
く
て
傷
や
潰
瘍
が
治
ら

な
い
、
動
脈
瘤
の
疑
い
が
あ
る
、
な
ど

に
当
て
は
ま
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
、
当
院
を
受
診
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
比
較
的
ま
れ
で
診
断
の
つ
き

に
く
い
疾
患
も
扱
っ
て
い
る
血
管
外
科

専
門
外
来
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

血
管
外
科

血管外科部長
大貫雅裕

　

心
臓
や
大
血
管
な
ど
の
循
環
器
疾
患

は
直
接
寿
命
に
関
係
す
る
た
め
、
時
期

を
逃
さ
ず
に
適
切
な
治
療
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
難
し
い
病
気
で
も
あ
る

の
で
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
最
適
の
医
療
を
安
全
確
実
に
実
施

で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
対
す
る
冠
動

脈
バ
イ
パ
ス
術
で
は
回
復
が
早
い
オ
フ

ポ
ン
プ
バ
イ
パ
ス
術
を
、
ま
た
、
弁
膜

症
の
う
ち
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
に
対
し

て
は
弁
形
成
術
を
第
一
選
択
と
し
て
い

ま
す
。
近
年
、
増
加
し
て
い
る
大
動
脈

弁
狭
窄
症
に
対
し
て
は
循
環
器
内
科
も

含
め
た
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
が
、
個
々
の
患

者
さ
ん
の
病
状
を
検
討
し
た
う
え
で
、

人
工
弁
置
換
術
を
行
う
の
か
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

を
行
う
の
か
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
脳

脊
髄
保
護
を
要
す
る
胸
部
大
動
脈
瘤
手

術
や
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
用
い
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
手
術
も
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
児
の
先
天
性
心
疾
患
に
対

す
る
手
術
も
、
小
児
科
や
新
生
児
科
と

連
携
し
、
こ
の
地
域
で
完
結
で
き
る
よ

う
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
住
民
の
み
な
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
ら

れ
る
医
療
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
外
科

副院長兼
心臓血管外科部長
広岡 一信

成人から小児まで幅広く対応します

患者さんの命と生活の質を守ります

循環器センターを構成する

冠動脈造影検査

経皮的冠動脈形成術

緊急カテーテル治療

経カテーテル大動脈弁
置換術（TAVI）

1017 例

395 例

170 例

12 例

主な実績（2017年）

Total ABL

心房細動

心房頻拍・心房粗動

ペースメーカー

844 例

617 例

57 例

110 例

37 例

主な実績（2017年）

ICD

先天性心疾患

心臓弁膜症

虚血性心疾患

胸部大動脈

17例

59例

34 例

60 例

その他 5例

主な実績（2017年）

胸部大動脈瘤
ステントグラフト手術

腹部大動脈
開腹手術
ステントグラフト手術

28例

29例
27 例

81 例

170 例

主な実績（2017年）

末梢動脈疾患

下肢静脈瘤
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当
院
の
循
環
器
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
ッ

フ
も
多
く
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
か
ら
外

科
治
療
ま
で
循
環
器
疾
患
に
対
し
て

ト
ー
タ
ル
で
対
応
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
環
境
を
活
か

し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
会
活
動
や
、

若
い
医
師
の
教
育
な
ど
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

治
療
に
あ
た
っ
て
は
、
世
界
最
先
端

の
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
な
が
ら
も
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に

た
っ
た
治
療
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
ベ

ス
ト
な
治
療
を
選
択
す
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
重
要
な
の
が
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
不
整
脈
な
ど
の

対
象
と
な
る
疾
患
だ
け
で
な
く
、
そ
の

背
景
に
あ
る
も
の
を
考
え
て
総
合
的
に

患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば

心
筋
梗
塞
を
発
症
し
た
場
合
、
血
圧
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
問
題
は
な
い
か
、

タ
バ
コ
や
飲
酒
、
食
生
活
な
ど
の
生
活

習
慣
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
探
り
、

た
だ
治
療
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
再
発

予
防
、
併
発
疾
患
や
合
併
症
の
管
理
も

同
時
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
多
科
・
多

職
種
の
連
携
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
で

す
。
多
く
の
知
恵
を
結
集
し
て
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
ど
う
い
う
治
療
が
ベ
ス

ト
な
の
か
を
チ
ー
ム
で
考
え
て
い
き
ま

す
。
例
え
ば
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で

行
わ
れ
る
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
ま
さ
に
チ
ー
ム

の
力
が
な
せ
る
治
療
で
あ
り
、
内
科
と

外
科
の
連
携
な
く
し
て
は
で
き
ま
せ

ん
。
先
に
紹
介
し
た
4
つ
の
診
療
科
に

限
ら
ず
、
全
て
の
診
療
科
同
士
の
間
に

も
全
く
垣
根
は
な
く
、
お
互
い
に
一
方

通
行
で
は
な
い
の
が
当
院
の
最
大
の
特

徴
で
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
加
速
す
る
今
後
5
〜
10
年

の
間
に
、
心
不
全
の
患
者
さ
ん
が
増
え

て
い
く
の
は
確
実
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ひ
と
つ
の
病
院
だ
け
で
全
て
の

患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
の
は
い
ず
れ
限

界
が
訪
れ
ま
す
。
そ
ん
な
「
心
不
全
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
も
い
え
る
状
況
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
治
療
後
の
フ
ォ

ロ
ー
を
地
域
全
体
で
担
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
目
に
見
え
る
形
で
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
院
内
の
チ
ー
ム
医
療

を
、
今
度
は
院
外
へ
と
拡
大
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
行
政
や
後
方
病
院
、

リ
ハ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
訪
問
治
療
・
訪

問
看
護
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

患
者
さ
ん
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
輪
の
中
で
、
患
者
さ
ん
や
か

か
り
つ
け
医
の
先
生
方
か
ら
気
軽
に
相

談
し
て
い
た
だ
け
る
、
地
域
の
方
に
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
治
療
を
常

に
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の

役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

角田 恒和
1984 年東京医科歯科大学医学部卒業。横浜南
共済病院、東京医科歯科大学附属病院、米国
ボストン大学心臓病学講座リサーチフェロー、
文部省学術調査官などを経て 2003 年 4 月よ
り土浦協同病院勤務。2004年4月に内科部長。
2018 年 4月より副院長兼内科部長に就任。

Profile

チ
ー
ム
で
考
え
抜
い
た
ベ
ス
ト
な
治
療
を

インタビュー
副院長兼内科部長 循環器内科 角田恒和

循
環
器
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー
ム
医
療

循環器疾患の治療を担う循環器内科、心臓外科、血管外科を中心とした様々な診療科や医療
スタッフによって構成されています。術中の連携はもとより、術前術後のケアやリハビリも
含めた包括的かつ集学的な治療を提供できるようチーム全員で取り組んでいます。

看護師
24 時間、心と体のケア

薬剤師
使用薬剤の説明・指導

リハビリ技師
心臓リハ、急性期リハ実施

放射線技師
放射線検査全般の支援

検査技師
非放射線検査の実施

臨床工学技士
診療機器の操作や管理

管理栄養士
疾患に合わせた食事指導

循環器内科（虚血）
心筋梗塞や弁膜症などの診断・治療

心臓外科
心臓・胸部大動脈の手術

循環器内科（不整脈）
不整脈関連疾患の診断・治療

血管外科
胸腹部・四肢の血管の手術

麻酔科
呼吸循環・疼痛管理

画像診断、造影検査・塞栓術
放射線診断科

手術直後からリハビリ計画
リハビリテーション科
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常
陸
風
土
記
の
丘

岡
で
は
旧
石
器
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
縄
文
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け

て
の
住
居
跡
や
、
舟
塚
山
古
墳
を

は
じ
め
と
し
た
古
墳
時
代
の
遺
跡

な
ど
数
多
く
の
遺
跡
や
埋
蔵
品
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
7
世
紀
中

頃
に
常
陸
国
が
で
き
る
と
国
府
が

置
か
れ
、
こ
の
地
方
の
中
心
都
市

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
常
陸
風
土
記
の
丘
は
、
そ
う
し

た
石
岡
の
歴
史
的
財
産
を
活
用
し

な
が
ら
整
備
さ
れ
た
多
目
的
施
設

で
す
。
縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
至
る
ま
で
の
石
岡
の
家
屋
を
復

元
し
た
古
代
家
屋
復
元
広
場
、
常

磐
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調

査
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
の
一
部
を

復
元
し
た
鹿
の
子
史
跡
公
園
、
埋

蔵
文
化
財
を
展
示
す
る
展
示
室
で

は
、
そ
の
歴
史
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
石

岡
の
お
祭
り
に
登
場
す
る
獅
子
頭

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、
現
代
・
中

世
・
古
代
を
表
現
し
た
時
の
門
、

大
賀
ハ
ス
や
ス
カ
シ
ユ
リ
が
咲
く

水
際
公
園
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
見

所
が
あ
り
ま
す
。

09

石

地域とふれあい、地域を知ろう

ふ れ あ い

常陸風土記の丘
石岡市染谷 1646

※一部施設は有料となっています

放射線部
診療放射線技師　坂井広伸

no.17

臨床工学部　臨床工学技士主幹
不整脈治療専門臨床工学技士　髙野真史

no.18

勤続年数：14年　趣味：映画鑑賞

　
不
整
脈
専
門
の
臨
床
工
学
技
士

と
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
室
の
な
か
で

も
不
整
脈
治
療
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｄ

の
植
込
み
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
、
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

周
辺
機
器
の
操
作
な
ど
が
主
な
業

務
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
医
師

の
指
示
に
レ
ス
ポ
ン
ス
よ
く
答
え

ら
れ
る
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す

が
、
治
療
に
際
し
て
は
患
者
さ
ん

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
て
い
ま
す
。
気
が
つ
い
た
こ
と
、

気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ

ち
ら
か
ら
も
積
極
的
に
発
言
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
心
疾

患
の
患
者
さ
ん
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
高
齢
で
心
疾
患
も
あ
る

方
は
通
院
も
難
し
く
、
不
整
脈
治

療
に
お
い
て
も
在
宅
医
療
の
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
患
者
さ
ん
の
た
め
に
も
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
遠
隔
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、
在
宅
医
療
が

積
極
的
に
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
た
め
を

第
一
に
考
え
て

勤続年数：5年　趣味：バスケットボール

　
放
射
線
業
務
の
中
で
、
カ
テ
ー

テ
ル
室
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

で
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
物
品
の
準

備
や
、
撮
影
し
た
画
像
の
中
か
ら

治
療
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
曝
の

管
理
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
三
次
救
急
を
担
当
す
る

病
院
で
あ
り
、
心
疾
患
の
救
急
患

者
さ
ん
も
多
く
来
院
し
ま
す
。
医

師
の
治
療
の
手
を
止
め
な
い
よ
う

に
、
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら

れ
、
必
要
な
も
の
を
先
回
り
し
て

用
意
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
治
療
の
流
れ

や
病
気
へ
の
理
解
と
知
識
が
不
可

欠
で
あ
り
、
常
に
勉
強
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
救
急
対
応
は
放

射
線
技
師
全
員
が
関
わ
り
ま
す
の

で
、
勉
強
会
や
後
輩
の
指
導
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
治
療
は
医
師
や
看
護
師
、
臨
床

工
学
技
士
な
ど
と
連
携
し
て
行
い

ま
す
。
今
後
も
、
自
身
の
知
識
を

深
め
、
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

知
識
を
深
め
て

チ
ー
ム
医
療
に
貢
献



茨城県土浦市城北町 14-4
029-822-6594
内科、神経内科、小児科
午前／ 09：00～ 12：30
午後／ 15：00～ 17：30（日曜日は午前中のみ診療）
土曜日・祝日・日曜日午後
http://www.joyo-clinic.com/

住 所
電 話
診 療 科
受 付 時 間

休 診 日
Ｕ Ｒ Ｌ

：
：
：
：
：
：
：

　アクセスマップ
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医
師
の
職
業
と
し
て
の
確
立
は
、
世

界
中
さ
ま
ざ
ま
な
起
源
が
あ
り
ま
す
が
、

共
通
す
る
こ
と
は
古
来
で
の
宗
教
と
医

療
と
の
密
接
な
関
係
で
す
。
弘
法
大
師

が
創
設
し
た
真
言
密
教
で
は
、
病
気
治

療
の
た
め
の
法
術
や
護
摩
焚
き
な
ど
の

秘
術
が
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
か
ら
の
和
漢
医
・
武

家
で
あ
っ
た
当
家
は
、
水
戸
街
道
の
突

き
当
り
角
、
土
浦
城
本
丸
の
鬼
門
の
方

向
に
位
置
し
、
家
紋
は
八
幡
宮
や
土
浦

八
坂
神
社
の
神
紋
と
同
じ
左
三
つ
巴
で

す
。
中
興
の
祖(

辻
元
順
・
土
浦
藩
御

殿
医)

の
「
病
か
ら
人
々
を
守
る
」
と

い
う
教
え
を
守
り
、
日
曜
日
の
午
前
中

も
診
療
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
臨
床

検
査
の
精
度
管
理
を
実
施
し
て
い
る
末

梢
血
細
胞
分
画
検
査
・
臨
床
生
化
学
検

査
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１
Ｃ
測
定
・
Ｃ
Ｒ
Ｐ
測
定
・

尿
定
量
分
析
、
心
電
図
・
多
方
向
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
な
ど
で
迅
速
に
ト
リ
ア
ー

ジ
を
行
い
緊
急
性
の
あ
る
患
者
さ
ん
は

土
浦
協
同
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
治
療
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

土
浦
協
同
病
院
に
は
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
・

Ｃ
Ｔ
検
査
・
超
音
波
検
査
な
ど
の
予
約

検
査
や
専
門
外
来
、
勉
強
会
な
ど
で

日
々
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ご
挨
拶

第 13代当主  辻 肇一 院長

医療法人常陽守仁会 常陽医院

125

354 川口公園

土浦駅

土浦警察署

24

263

ツジ タダカズ 
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リ

ハ

ビ

リ

庭

園

　
リ
ハ
ビ
リ
庭
園
は
、
病
院
の
西

側
に
あ
る
公
園
出
入
口
か
ら
外
に

出
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
に
使
わ
れ

る
ほ
か
、
職
員
や
来
院
さ
れ
た
方

が
お
昼
を
食
べ
た
り
、
タ
リ
ー
ズ

コ
ー
ヒ
ー
の
テ
ラ
ス
席
で
く
つ
ろ

い
だ
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
庭
園
に
は
様
々
な
樹
木
が
植
え

ら
れ
、
注
意
深
く
散
策
し
て
み
る

と
野
鳥
や
昆
虫
の
姿
も
観
察
で
き

ま
す
。
光
と
緑
に
包
ま
れ
た
庭
園

で
、
く
つ
ろ
い
だ
ひ
と
と
き
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

基本情報

場 所
面 積
歩 数
距 離
カロリー
樹 木

1階公園出入口から外へ
2,800 ㎡
約 450 歩
約 300ｍ
16kcal
キリシマツツジ、イロハモミ
ジ、アセビ、ヤマボウシ、ヒ
イラギナンテン、ロウバイ、
サザンカ、キンモクセイ等

：
：
：
：
：
：

アクセス

正面玄関

総合受付

コンビニ

公
園
口

総合案内

※数字は全て１周の概算値になります

07

土
浦
協
同
病
院
に
は
様
々
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。
快
適
に
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
施
設
か
ら
、見
つ
け
た
ら
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
「
な

に
か
」
ま
で
、
院
内
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

リハビリ庭園
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